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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　埋め込みアンカーに隣接して先端へ封止栓を取付けてなる補修用の注入パイプを一体的
に取付けておき、経年時にアンカーの支持力が低下したさい、上記補修用の注入パイプを
使用して適宜必要とされる補修用のグラウトをアンカー先端箇所から吐出させて行うこと
を特徴とするグランドアンカー工に於ける再生補修工法。
【請求項２】
　上記した補修用の注入パイプは直径５ｍｍ～２５ｍｍの小径管を使用することを特徴と
した請求項１記載のグランドアンカー工に於ける再生補修工法。
【請求項３】
　上記した補修用の注入パイプにより、適宜必要な補修用のグラウトをアンカー先端付近
へ吐出させた後は、該パイプの先端部に対し封止栓を管内容積に見合う水を使用し押入さ
せるものとなしておくことを特徴とする請求項１又は２記載のグランドアンカーエに於け
る再生補修工法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はグランドアンカー工に於ける再生補修工法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、地山崩壌抑止工法としては、アンカー工法が多用されている。このさい、アンカ
ーの支持力は埋設されたアンカー材自身の引張り強度によるが、それを支える注入材（セ
メントミルク）と、アンカー本体との接着総力や注入材と削孔壁との接着総力が応えなけ
れば効果は得られない。
　ところで、アンカー材の被覆等には改善が見られ、アンカー本体と注入材との接着は殆
ど問題は無くなっているが、削孔壁と注入材との接着力は、地山の地質や経時的な変化に
よって大きく左右されるのであり、即ち地山の亀裂や空隙、地下水による流失などで当初
の緊張試験に合格しても劣化は避けられず、その後に幾多の問題を生じるものとなってい
る。
【特許文献１】特願平１０－８４６２号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　而して、上記に於ける問題解決にさいし、新たにアンカーの打込みを行わんとする場合
には、足場工事などを含めて大掛かりな設備と費用の掛かる問題となる。本発明は斯有る
問題点を簡便且つ安価に解決せんとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、埋め込みアンカーに隣接して先端へ封止栓を取付けてなる補修用の注入パイ
プを一体的に取付けておき、経年時でアンカーの支持力が低下したさい、上記補修用の注
入パイプを使用して適宜必要とされる補修用のグラウトをアンカー先端箇所から吐出させ
て行うことを特徴とする。このさい、一般的には補修用の注入パイプは直径５ｍｍ～２５
ｍｍ程度の小径管を使用するのであり、該管を使用して適宜必要な補修用のグラウトをア
ンカー先端付近へ吐出させた後は、該パイプの先端部に対し封止栓を管内容積に見合う水
を使用して押入させるものとなしておくのである。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明は以上の如く構成するものであって、経年的に或いは地震などの地殻変動その他
などで、地層内でクラックが発生したりすると埋入されているアンカー材が移動したりし
て、これを取巻く周囲の摩擦力や付着力に異状が生じて支持力の低下が起こるが、本発明
ではこのようなさいにアンカー材の奥深くまで新たなグラウトを、何ら大掛かりな設備を
要することなく迅速且つ適確に圧入させ、その回復を簡便に図ることができるのであり、
しかもその再生補修は一度限りでなく繰返し行うことができることから、経済的で且つ恒
久的な安全管理上に寄与すること大ならしめるものとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　図１は本発明工法の実施された山地傾斜面の斜視断面図であり、図２は構成部材の詳細
を説明する断面図である。１は山地傾斜面にボーリングマシンや削孔機などにより穿孔さ
れてなる洞孔であって、一般的にその内径は９０ｍｍ～１５０ｍｍであり、これに対し長
さ寸法Ｌは５ｍ前後から長いものは２０ｍ～３０ｍに及ぶものまである。
【０００７】
　２は上記洞孔１内へ地表面から挿入させるワイヤー材であって、通常複数に束ねたＰＣ
鋼より線が使用されている。而して、該ワイヤー材２は洞孔１の穿孔後に地表面上の繰り
出し機から引き出しながら挿入し、挿入が終わると地表面上へ適当な長さ寸法を残して切
断するのであり、この後は洞孔１内へグラウト（セメントミルク）３を図示しないグラウ
ト注入ポンプの運転により、別途ホースを介して圧入し、洞孔１内での固定が行われるよ
うになすのである。而して、上記グラウトの固定後は地表面上に支圧板４を載置し、該支
圧板４の中心孔４ａから上記ワイヤー材２の切断端縁部を取出すと共に、該先端部を一定
の張力下で牽引しながらジョイントプレート５、アンカーヘッド６などを介して支圧板４
の中心孔４ａ内へ止着固定されるようになすのであり、あと該孔４ａの上部にはヘッドキ
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ャップ７を嵌着させるものとなすのであり、実際の施工ではワイヤー材２にはパイロット
キャップや結束バンド、シースなど他の各種補助部材が使用されるものとなるが、これら
は従来の構造のものと変わりがないので省略する。
【０００８】
　本発明では上記の如くなして行われるアンカー工法に於いて、ワイヤー材２と併設し即
ち該ワイヤー材２の長さ方向に対しこれと一体化させる状態でステンレスや塩ビなどの不
錆管８を、ワイヤー材２の先端部付近まで一体的に取付けたものとなして置くのであり、
このさい該管８の管径は凡そ５ｍｍ～２５ｍｍとなされる小径管であり、且つその先端に
は封止栓９を嵌着させたものとなしておくのである。而して、該管８の地表面側は上記し
たワイヤー材２の固定用アンカーヘッド６に隣接した状態で突出させ、且つその先端には
キャップ１０を取付けたものとなしておくのである。なお、図面でａは地表面側の比較的
柔らかい地層を、そしてｂは奥内の硬い固定層を示しており、専ら該層ｂに対しワイヤー
材２が安定的且つ強固に固定されるものとなされるのである。
【０００９】
　本発明は以上の通り従来に於けるグランドアンカー工法に於いて、その初めの施工時に
埋め込まれるアンカー材２に対し、これと併設して先端部へ封止栓９の取付けられた不錆
管８を一体的に取付けておくものとなすのであり、而して経時的に例えば地震などの地殻
振動やその他などで上記固定部層内でクラックなどが発生したりすると、アンカー材２が
微少に移動したりすることから、これを取巻く周囲の摩擦力や付着力に異状が生じ、これ
は地表面に於ける支圧板４の点検時にアンカーヘッド６の緩みとして発見されるものとな
る。
【００１０】
　従って、本発明ではこのような問題が発生すると、そのヘッドキャップ内に突出させて
ある管８のキャップ１０を取外し、該管８に対し図示しないグラウト注入ポンプの運転に
より、新規にグラウトを注入させるようになすのであり、而して該管内へ圧入されるグラ
ウトは地層内深く、即ちその固定部箇所の先端へ到達し、封止栓９をはじき出すと同時に
、その周辺部に対し吐出されるものとなる。
【００１１】
　本発明では上記の如くして、アンカー材２の固定側となる地殻周辺に於けるひび割れや
ワイヤー材２との隙間などに対し新たなグラウトを迅速且つ適確に圧入するようになし、
全体的な摩擦力や抵抗力が減衰しないよう常時補強の回復処理を行うことができるものと
なる。而して、斯有るグラウトの注入作業は何ら大掛かりな足場工事などを必要とせず、
単に地上に設置したグラウト注入ポンプからのホースを、併設した注入管８に接合するだ
けで良いことから、簡便且つ効率良く行えるものとなるのである。
【００１２】
　なお、本発明で上記の通り補修用の注入パイプから適宜必要な量のグラウトを吐出させ
た後は、該管の入口側から別途の封止栓（図示せず）を、管内の先端口まで到る管内容積
の水で以って押入するようになしておくのであり、これ以外の手段としては管内径より１
回り小となる棒鋼材などを使用して先端口まで押入させておくようにする。而して、これ
により適時に繰り返しの使用が可能になるのであり、前記定期的な点検と共に恒久的な再
生のための補修を可能になし、経済的な効果に優れると共に、安全管理上に寄与すること
大ならしめるものである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明方法の実施された山地傾斜面の斜視図である。
【図２】上記に於ける構成部材の詳細を説明する断面図である。
【符号の説明】
【００１４】
　１　　　洞穴
　２　　　ワイヤー材
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　３　　　グラウト
　４　　　支圧板
　５　　　ジョイントプレート
　６　　　アンカーヘッド
　７　　　ヘッドキャップ
　８　　　補修用のグラウト注入パイプ
　９　　　封止栓

【図１】 【図２】
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